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式典風景 大会会場 会場入口看板

　

１
月
27
日
（
土
）
～
28
日
（
日
）
の
日
程
で
、
愛
媛
県
松
山
市
に
お
い
て

「
第
８
回
全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会
全
国
大
会
愛
媛
大
会
」
が
愛
媛

県
県
民
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
は
２
部
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
育
成
会
大
会
の
テ
ー
マ
は
「
い

き
い
き
と
愛
顔
（
え
が
お
）
で
く
ら
す
伊
豫
の
国
か
ら
」。
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
み
と
め
愛
、
さ
さ
え
愛
、
共
に
生
き
る
社
会
を
め
ざ
し
て
」。
す
ま
い
る

大
会
（
本
人
大
会
）
の
テ
ー
マ
は
「
僕
た
ち
は
こ
こ
に
い
る
」。
大
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
「
つ
な
が
る
、
つ
な
が
れ
！
み
ん
な
愉
快
な
仲
間
だ
ぜ
！
」。
各
大

会
は
３
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
で
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会
佐
々
木
会
長
の
挨
拶
で
は
、
来
年
度
は

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
報
酬
改
定
と
障
害
者
総
合
支
援
法
の
一
部
改
正
が

あ
り
、
育
成
会
も
人
材
不
足
や
物
価
高
騰
な
ど
様
々
な
問
題
が
あ
る
中
、
障

害
の
あ
る
人
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
と

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
会
式
典
の
後
、
愛
媛
県
出
身
の
テ
ノ
ー
ル
歌
手
で
あ
る
秋
川
雅
史
さ
ん

が
記
念
講
演
を
行
い
、
代
表
曲
で
あ
る
「
千
の
風
に
な
っ
て
」
の
披
露
で
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
大
会
宣
言
を
決
議
し
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
決
議
文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
８
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全
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ぐ
育
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第
八
回
全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会
全
国
大
会
愛
媛
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　

大
会
決
議
文

　

今
大
会
の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
愛
媛
か
ら
、
育
成
会
活
動
の
「
新
た
な
一
歩
」
を
全
国

に
発
信
す
る
た
め
、
次
の
事
項
を
決
議
し
、
政
府
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
へ
要
望
い
た

し
ま
す
。

一
、
近
年
の
急
激
な
物
価
高
騰
を
踏
ま
え
、
障
害
基
礎
年
金
が
収
入
の
大
半
を
占
め
る
非
課

税
世
帯
の
障
害
者
に
対
し
、
緊
急
的
な
生
活
支
援
策
を
早
急
に
検
討
・
実
施
す
る
こ
と
。

一
、
国
連
障
害
者
権
利
条
約
の
対
日
審
査
結
果
、
と
り
わ
け
第
十
二
条（
法
の
下
の
平
等
）、

第
十
九
条
（
地
域
生
活
）、
第
二
十
四
条
（
教
育
）、
第
二
十
八
条
（
相
当
な
生
活
水
準
）

の
勧
告
お
よ
び
「
強
い
要
請
」
の
内
容
に
照
ら
し
て
国
内
の
障
害
者
施
策
を
点
検
し
、
障

害
当
事
者
の
声
を
踏
ま
え
つ
つ
、
早
急
に
必
要
な
法
制
度
の
改
善
を
進
め
る
こ
と
。

一
、
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
事
件
を
契
機
に
開
始
さ
れ
た
「
基
本

理
念
の
普
及
啓
発
・
研
修
」
事
業
を
大
幅
に
拡
充
し
た
上
で
、
令
和
六
年
度
以
降
も
引
き

続
き
全
国
各
地
で
福
祉
の
理
念
を
普
及
さ
せ
る
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
。

一
、
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
は
、
あ
り
方
を
抜
本
的
に
見
直
す
議
論
に
お
い
て
「
必
要
な

時
に
の
み
利
用
す
る
」
仕
組
み
が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
成
年
後
見
制
度
だ

け
に
頼
る
こ
と
な
く
、
真
に
利
用
し
や
す
い
権
利
擁
護
の
仕
組
み
を
確
立
す
る
こ
と
。

一
、
入
所
施
設
だ
け
で
な
く
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
含
む
特
定
生
活
施
設
に
住
む
こ
と
を
義

務
付
け
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
知
的
障
害
者
と
家
族
が
本
人
に
と
っ
て
よ
り
良
い
「
暮
ら
し

ぶ
り
」
を
選
択
で
き
る
よ
う
、
今
後
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
あ
り
方
に
つ
い
て
支
援

体
制
の
整
備
や
専
門
人
材
の
育
成
を
進
め
る
こ
と
。

一
、
知
的
障
害
を
は
じ
め
と
す
る
障
害
の
あ
る
児
童
・
生
徒
と
保
護
者
が
そ
の
子
に
と
っ
て

よ
り
良
い
「
学
び
方
」
を
選
び
取
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
教
育
的
支
援
を
切
れ
目
な
く
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
共
に
学

べ
る
よ
う
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
実
現
を
目
指
す
中
で
個
々
の
障
害
児
の
学
び
の
保

障
を
実
現
す
る
方
策
を
講
じ
る
こ
と
。

一
、
障
害
基
礎
年
金
の
判
定
基
準
を
見
直
し
、
精
神
障
害
の
一
類
型
で
は
な
く「
知
的
障
害
」

と
い
う
生
来
の
障
害
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
給
付
額
に
つ
い
て
も
生
活

保
護
制
度
に
定
め
る
最
低
所
得
水
準
の
保
証
を
す
る
こ
と
。

一
、「
療
育
手
帳
（
愛
の
手
帳
・
緑
の
手
帳
な
ど
）」
は
現
に
療
育
手
帳
の
交
付
対
象
と
な
っ

て
い
る
人
が
不
利
益
に
な
ら
な
い
こ
と
を
前
提
に
、
今
後
判
定
に
関
す
る
研
究
を
進
め
、

全
国
統
一
的
な
判
定
基
準
の
導
入
を
す
る
こ
と
。
ま
た
、
手
帳
の
カ
ー
ド
化
を
選
択
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

一
、
重
度
障
害
の
あ
る
人
や
高
齢
期
を
迎
え
た
人
も
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
家
賃
補
助
制
度
に
つ
い
て
、
金
額

の
引
上
げ
と
地
域
別
基
準
額
の
設
定
な
ど
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
一
人
暮
ら
し
な
ど

暮
ら
し
の
選
択
肢
を
広
げ
る
た
め
、
制
度
の
一
般
住
居
へ
の
拡
大
を
図
る
こ
と
。

一
、
障
害
児
を
育
て
る
保
護
者
の
就
労
保
障
と
、
子
ど
も
の
育
ち
が
両
立
で
き
る
制
度
、

サ
ー
ビ
ス
を
整
え
る
こ
と
。
あ
わ
せ
て
児
童
期
に
お
け
る
親
子
支
援
や
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

問
題
を
含
む
兄
弟
姉
妹
へ
の
支
援
を
充
実
さ
せ
、
地
域
か
ら
の
孤
立
を
防
止
す
る
こ
と
。

一
、
障
害
者
の
虐
待
防
止
に
つ
い
て
、
養
護
者
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
従
業
者
等
、
使
用
者

に
よ
る
虐
待
が
発
生
し
な
い
よ
う
教
育
、
研
修
体
制
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
。

一
、
育
成
会
の
活
動
は
知
的
障
害
の
あ
る
人
本
人
が
中
心
で
あ
り
、
全
国
各
地
で
本
人
活
動

を
積
極
的
に
支
援
し
、
本
人
の
声
を
実
現
す
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
も
、
各
育
成
会
は
積

極
的
に
知
的
障
害
の
あ
る
人
を
役
員
と
し
て
迎
え
入
れ
、
全
育
連
で
は
知
的
障
害
の
あ
る

人
が
役
員
と
し
て
活
躍
す
る
た
め
に
必
要
な
配
慮
な
ど
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
。

以
上
、
決
議
し
ま
す
。

　

令
和
六
年
一
月
二
十
八
日

　
　
　

第
八
回
全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会
全
国
大
会
愛
媛
大
会　

参
加
者
一
同
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　新
しん

型
がた

コロナウイルスの影
えい

響
きょう

でいろいろなことが出
で

来
き

なくなっていたけど、ようやく三
さん

年
ねん

ぶりに全
ぜん

国
こく

大
たい

会
かい

が対
たい

面
めん

で実
じつ

現
げん

しました。　　

　これまで、全
ぜん

国
こく

の仲
なか

間
ま

たちと会
あ

えなかったことは大
たい

変
へん

寂
さび

しく心
こころ

細
ぼそ

い思
おも

いでした。

　久
ひさ

しぶりに会
あ

えた仲
なか

間
ま

たちの喜
よろこ

ぶ顔
かお

がこれからも続
つづ

いていくような社
しゃ

会
かい

になっていくことを願
ねが

い、以
い

下
か

、全
ぜん

国
こく

大
たい

会
かい

の本
ほん

人
にん

決
けつ

議
ぎ

宣
せん

言
げん

をいたします。

１、私
わたし

たちのことを私
わたし

たちで決
き

めるためにサポートをしてください。

２、どこで誰
だれ

と生
せい

活
かつ

するかは自
じ

分
ぶん

で決
き

めさせてください。

３、私
わたし

たちが一
ひとり

人でもイベントなどに参
さん

加
か

できるよう必
ひつ

要
よう

な支
し

援
えん

をお願
ねが

いします。

４、療
りょう

育
いく

手
て

帳
ちょう

の名
な

前
まえ

や内
ない

容
よう

は全
ぜん

国
こく

で同
おな

じにしてください。見
み

せやすいようにカードにしてください。

５、私
わたし

たちはこれから年
とし

を取
と

ります。親
おや

なき後
あと

の自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

のサポートをお願
ねが

いします。

６、自
じ

分
ぶん

たちでも努
ど

力
りょく

するので、書
しょ

類
るい

や事
じ

務
む

手
て

続
つづ

きの内
ない

容
よう

をもっとわかりやすい文
ぶん

章
しょう

にしてください。

７、いじめ、差
さ

別
べつ

、虐
ぎゃく

待
たい

のない、安
あん

心
しん

して暮
く

らせる社
しゃ

会
かい

になってほしいです。

８、障
しょう

害
がい

者
しゃ

手
て

帳
ちょう

を持
も

っている人
ひと

はみんな、一
ひと り

人ぐらしでも生
せい

活
かつ

ができる程
てい

度
ど

の障
しょう

害
がい

基
き

礎
そ

年
ねん

金
きん

が受
う

け

取
と

れるようにしてください。

９、私
わたし

たちが災
さい

害
がい

や地
じ

震
しん

にあったとき、どんな状
じょう

況
きょう

なのか、その時
とき

にどうやって動
うご

いたらいいのか

教
おし

えてください。

　以
い

上
じょう

を決
けつ

議
ぎ

します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　令
れい

和
わ

６年
ねん

１月
がつ

28日
にち

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第
だい

８回
かい

全
ぜん

国
こく

手
て

をつなぐ育
いく

成
せい

会
かい

連
れん

合
ごう

会
かい

全
ぜん

国
こく

大
たい

会
かい

愛
え

媛
ひめ

大
たい

会
かい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「すまいる大
たい

会
かい

」参
さん

加
か

者
しゃ

一
いち

同
どう

第
だい

８回
かい

全
ぜん

国
こく

手
て

をつなぐ育
いく

成
せい

会
かい

連
れん

合
ごう

会
かい

全
ぜん

国
こく

大
たい

会
かい

愛
え

媛
ひめ

大
たい

会
かい

すまいる大
たい

会
かい

（本
ほん

人
にん

大
たい

会
かい

）大
たい

会
かい

決
けつ

議
ぎ

文
ぶん
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①早期発見、早期支援の取組充実
　ｉ　「子どもの発達支援コンシェルジュ」の配置
　　保護者や保育所等からの相談対応及び当該児童に関する支援先の受入調整を行コンシェルジュ
を各圏域に配置

　ⅱ「医療連携コーディネーター」の配置
　　専門医療機関の診断待機状況の情報収集及び提供、受入調整を行うコーディネーターを配置
　ⅲ　５歳児健診への医師派遣
　　就学までの適切な支援に繋げるため、市町村が実施する５歳児健診等へ専門医を派遣
　ⅳ　かかりつけ医等の発達障がい対応力向上研修の実施
　　地域の小児科、かかりつけ医等を対象に発達障がいの相談や診療に応じるための専門的な研修
を実施

②家族等への支援
　ｉ　特性の理解や関わり方を学ぶペアレント・プログラムの実施（③にも関連）
　　保護者に対し、発達障がいに関する理解と関わり方を学ぶ研修を実施するとともに、児童発達
支援センターや認定こども園の職員等を対象にファシリテーターを養成し、各地域で保護者支
援を行う体制を整備

　ⅱ　ペアレントメンターの派遣
　　保護者の育児に関する不安を傾聴し助言するペアレントメンターを派遣（ECOALのSV派遣
で実施）

③切れ目ない支援のための基盤づくり
　ⅰ　発達障がい者支援センターの運営
　　発達障がいに関する県の中核拠点として相談支援、専門的研修、支援者養成、普及啓発を実施
　ⅱ　発達障がいに関する地域別研修会の実施
　　保育士、児発の職員等の支援者の資質向上を図るため、医療や相談支援ファイル活用等の研修
を実施

　ⅲ　医療、福祉、保健、教育、行政の連携強化を図るためのネットワーク会議の実施
　　専門医療機関、コンシェルジュ、ECOAL、行政等による協議体を構成し、連携や支援の在り
方を協議

④早期支援関連事業
　ⅰ　障がい児の早期支援に向けた児童発達支援事業等の利用に係る保護者負担の免除
　　障がい児への早期支援を促すため、未就学児の児童発達支援等の利用に係る保護者負担を全額
免除する市町村に対して助成

　ⅱ　障害児等地域療育等支援事業
　　在宅の障がい児（者）やその他療育が必要と認められる障がい児等の地域における生活を支え
るため、各地域で療育等を実施

行政からの施策紹介
令和６年度以降の発達障害児・者に対する支援（大分県障害福祉課）
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第
27
回
大
分
県
ふ
れ
あ
い
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

令
和
６
年
３
月
２
日
（
土
）
に
、
第
27
回
大
分
県

ふ
れ
あ
い
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
大
会
が
、
大
分
ス

ポ
ー
ツ
公
園
レ
ゾ
ナ
ッ
ク
武
道
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
県
下
各
地
の
11
施
設

か
ら
99
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
会
は
平
成
31
年
３
月
以
来
の
開
催
で
、
今
回
は

風
や
気
温
に
影
響
を
受
け
な
い
武
道
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
の
屋
内
開
催
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
参
加

者
全
員
が
楽
し
く
、
し
ん
け
ん
に
競
技
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ご
来
賓
の
方
々
に
は
、
表
彰
式
で
の
メ
ダ

ル
授
与
等
も
お
手
伝
い
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
は
、
安
全
で
気
軽
に
始
め

る
こ
と
の
で
き
る
障
が
い
者
に
適
し
た
競
技
で
す
。

　

大
分
県
障
が
い
者
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
協
会
で

は
、
講
習
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
競
技
力
の

向
上
を
目
指
す
方
、
興
味
を
持
っ
て
始
め
よ
う
と
す

る
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

団
体
の
部
（
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
５
ｍ
）

１
位　

も
み
じ
園

２
位　

ほ
ろ
ん
の
郷
Ｂ

３
位　

杉
の
木
会

４
位　

太
陽
の
家
（A
dventure)

５
位　

ほ
ろ
ん
の
郷
Ａ

個
人
の
部
（
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
５
ｍ
）

１
位　

栗
林　

素
彦
（
ほ
ろ
ん
の
郷
）　

２
位　

齊
藤　

満
広
（
杉
の
木
会
）

３
位　

舛
田　

雅
之
（
太
陽
の
家
）

４
位　

佐
藤　

精
一
（
小
松
寮
）

５
位　

佐
藤　

美
子
（
も
み
じ
園
）

個
人
の
部
（
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
７
ｍ
）

１
位　

木
部　

毅
（
別
府
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
ク
ラ
ブ
）

２
位　

栗
原　

福
松
（
ほ
ろ
ん
の
郷
）

３
位　

甲
斐　

尊
久
（
小
松
寮
）

個
人
の
部
（
め
じ
ろ
ん
ク
ラ
ス
３
ｍ
）

１
位　

廣
瀬　

省
次
郎
（
四
季
の
里
）

　

入
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

  

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

　

  

大
分
県
障
害
者
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
協
会
（
０
９
７
・
５
５
１
・
１
８
２
１
）
へ

大会会長あいさつ 選手宣誓
小野智也　（ややま園）

団体優勝
もみじ園

個人の部表彰
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育
成
会
各
大
会
の
お
知
ら
せ

　

３
月
９
日
（
土
）
に
県
福
祉
会
館

で
開
催
さ
れ
た
相
談
員
研
修
会
に
、

育
成
会
役
員
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
設
定
テ
ー
マ
「
医
療
的

ケ
ア
児
の
現
状
と
支
援
」
に
つ
い
て

の
講
演
と
事
例
発
表
で
し
た
。

　

事
例
発
表
で
は
、
５
歳
児
の
介
護

を
行
っ
て
い
る
家
族
の
生
活
の
様
子

を
ビ
デ
オ
で
解
説
し
な
が
ら
の
発
表

で
し
た
。
日
常
生
活
は
大
変
で
す

が
、
災
害
時
に
支
援
の
必
要
な
子
が

こ
こ
に
い
る
こ
と
を
周
囲
の
人
に

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
心
掛
け
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

障
が
い
の
違
い
は
あ
る
に
せ
よ
、

普
段
か
ら
近
所
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
共
生
社
会
に
と
っ
て
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。

第
50
回
大
分
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

県
大
会

開
催
地　

佐
伯
市

開
催
日　

令
和
６
年
９
月
１
日（
日
）

第
９
回
全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連

合
全
国
大
会

開
催
地　

秋
田
市

開
催
日　

令
和
６
年
10
月
12
日（
土
）

～
10
月
13
日
（
日
）

第
63
回
九
州
地
区
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

開
催
地　

宮
崎
市

開
催
日　

令
和
６
年
11
月
９
日（
土
）

相
談
員
研
修
会
報
告
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今
年
は
年
初
か
ら
能
登
半
島
地

震
が
発
生
し
、
波
乱
の
年
明
け
と

な
り
ま
し
た
。
マ
ス
コ
ミ
で
は
地

震
の
被
災
状
況
の
報
道
が
ひ
と
段

落
す
る
と
避
難
所
生
活
の
様
子
や

今
後
の
行
政
の
対
応
な
ど
の
報
道

が
始
ま
り
ま
す
。

　

避
難
所
で
は
当
初
は
老
若
男

女
、
多
種
多
様
な
生
活
を
し
て
い

た
人
が
共
同
生
活
を
し
ま
す
。
そ

ん
な
人
た
ち
に
対
応
す
る
自
治
体

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
に

は
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。

　

全
国
大
会
の
本
人
大
会
の
決
議

文
の
中
に
あ
っ
た
「
災
害
や
地
震

に
あ
っ
た
時
、
ど
ん
な
状
況
な
の

か
、
そ
の
時
に
ど
う
や
っ
て
う
ご

い
た
ら
い
い
の
か
教
え
て
く
だ
さ

い
」
こ
の
よ
う
な
人
た
ち
が
被
災

者
の
中
に
い
る
こ
と
を
常
に
気
に

留
め
て
、
活
動
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
願
い
ま
す
。�

（
Ｎ
・
Ｓ
）

大
分
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

　

令
和
６
年
１
月
11
日
（
木
）
に
、
ホ

ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
で
「
20
歳
（
は
た
ち
）

の
記
念
祝
賀
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
会

場
に
は
約
四
百
名
の
関
係
者
が
集
ま

り
、
式
典
の
後
は
ド
ラ
ム
演
奏
と
ジ
ャ

グ
リ
ン
グ
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
楽
し

み
ま
し
た
。

　

今
後
も
各
支
部
の
活
動
状
況
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
、
情
報
提
供
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

今
年
１
月
に
発
生
し
た
「
令
和
６
年

能
登
半
島
地
震
」
で
は
甚
大
な
被
害
が

生
じ
ま
し
た
。
大
分
県
手
を
つ
な
ぐ
育

成
会
で
は
、
県
内
の
育
成
会
関
係
者
を

通
じ
て
義
援
金
を
募
っ
た
と
こ
ろ
30
万

円
の
温
か
い
お
気
持
ち
を
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
義
援
金
は
、
全
国
手
を
つ
な
ぐ

育
成
会
連
合
会
を
経
由
し
て
、
能
登
半

島
地
震
で
被
災
さ
れ
た
知
的
・
発
達
の

あ
る
育
成
会
会
員
へ
お
届
け
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会
機

関
誌
「
手
を
つ
な
ぐ
」
は
、
中
央
情

勢
・
全
国
各
地
の
育
成
会
の
活
動
を
掲

載
し
、
特
集
コ
ー
ナ
ー
で
は
教
育
・
福

祉
・
就
労
・
医
療
等
の
最
新
情
勢
が
わ

か
り
や
す
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
お

申
し
込
み
は
県
育
成
会
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

年
間
購
読
料
３
，
９
０
０
円

　

第
19
回
大
分
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
大
分
ス
ポ
ー
ツ
公
園
他
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
参
加
申
し
込
み
は
各
市
町

村
の
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
担
当
課
へ
。

５
月
11
日
（
土
）
卓
球

５
月
12
日
（
日
）
ボ
ッ
チ
ャ

５
月
18
日
（
土
）
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

　
　
　
　
　
　
　

陸
上

５
月
19
日
（
日
）
水
泳

編 

集 

後 

記

各
地
の
育
成
会
か
ら
の

活
動
報
告

能
登
半
島
地
震

災
害
義
援
金
に
つ
い
て

「
機
関
誌「
手
を
つ
な
ぐ
」

購
入
の
お
願
い

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

開
催
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この会報は共同募金の配分を受けて作成したものです。


